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ＧⅢ第13回ウエスタンヤングイベント宣伝業務委託 

企画提案書作成要領 

 

提案書等の提出物については、本要領に従って作成してください。 

 

１ 提案を求める事項 

  以下の点に留意の上、実施目的（資料１「仕様書」５）の達成につながる企画を提案すること。 

 

（１）ボートレーサーを起用したショート動画制作及びハッシュタグ投稿キャンペーンの実施 

・ＧⅢ第 13 回ウエスタンヤング（以下、「当レース」という。）の認知拡大・興味喚起を図るた

めのショート動画を制作すること。 

・企画コンセプト及び動画の構成、制作本数を明記すること。 

・ボートレース福岡公式 SNS（X、Instagram、YouTube、TikTok）のうち、動画を掲載する

媒体を明記すること。 

・媒体ごとの再生回数、再生完了率、エンゲージメント率等の目標数値を記載すること。 

・ハッシュタグ投稿キャンペーンでは、起用したボートレーサーのサイン入りグッズを 50 名

にプレゼントすること。なお、グッズは福岡市が提供する。 

 

（２）ステージイベントの実施 

①オープニングセレモニー 

・大会開幕を華やかに演出し、来場者の期待感を高めるとともに、会場全体の盛り上がりを

創出するというセレモニーの目的を踏まえ、音響・照明・映像・演出手法・進行内容等を含

めた、トータルな企画提案を行うこと。 

・セレモニー内で使用するオープニングムービーの内容構成および演出手法についても提案

すること。 

・セレモニーもしくはセレモニー前に福岡市の観光 PR 動画を流すこと。 

 ※観光 PR 動画については、30 秒程度のものを福岡市が提供する。 

②表彰セレモニー 

・優勝選手を称えるにふさわしい演出とし、大会のフィナーレを華やかに飾るというセレモ

ニーの目的を踏まえ、音響・照明・映像・演出手法・進行内容等を含めた、トータルな企画

提案を行うこと。 

③自由提案 

・話題性及び集客力のあるステージイベントを提案すること。 

・企画コンセプトを明記すること。 

・ターゲット層を明記すること。 

・集客見込み数を明記すること。 

・ステージの実施時間は、１ステージ 10 分程度とし、舟券の発売〆切時刻８分前までに終了

すること。ただし、キャラクターショーなど子ども向け企画についてはこの限りではない。 
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・特定のボートレーサーを提案する場合は、当該選手が起用できない場合の代案も提案する

こと。 

 

（３）ファンサービスの実施 

①集客イベント 

・話題性及び集客力のあるイベントを提案すること。 

・ファミリー層およびボートレースファンをターゲットにすること。 

・集客見込み数を明記すること。 

・企画の種類及び数は問わない。 

・BOATRACE 振興会の「レース場活性化事業」を活用するため、その目的である「本場売上

維持向上（新規顧客の獲得）」または「商圏・地域との関係性強化（地域住民・ファミリー

層の来場促進）」に合致する企画とすること。 

・ステージを使用する場合は実施時間を１ステージ 10 分程度とし、舟券の発売〆切時刻８

分前までに終了すること。 

②飲食イベント 

・来場者に満足感を与えるメニュー及び企画を提案すること。 

・店舗数は２店舗以上とすること。 

・アルコールの提供不可。 

③優勝戦盛り上げイベント 

・優勝戦の盛り上げ及び売上向上につながる企画を提案すること。 

・ステージを使用する場合は実施時間を１ステージ 10 分程度とし、舟券の発売〆切時刻８

分前までに終了すること。 

 

（４）BOATRACE ギフトポイントカード及びクオカードの活用 

・本市が提供する BOATRACE ギフトポイントカードおよびクオカードを活用し、再来場につ

ながる企画を提案すること。 

なお、BOATRACE ギフトポイントカードの詳細は BOATRACE オフィシャルウェブサイト

を参照すること。 

URL：https://www.boatrace.jp/extent/common/br_giftpoint/ 

・本市から提供する金額分（仕様書８（４）に記載）を余りなく配布できる方法を提案するこ

と。 

・配布日を提案すること。 

 

（５）独自提案（任意） 

   上記以外に本業務の目的達成に効果的と考えられる追加提案を積極的に提示すること。 

 

（６）実施体制 

業務を遂行する上での実施体制を提案すること。 
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２ 提案書の作成方法 

（１）記載方法 

・企画提案書の構成順序は、上記（１）～（６）のとおりとし、各ページが上記のどの項目に該

当するかを表す項目名を各ページに表記すること。 

・ページ番号を各ページに表記すること。 

・見積書及び内訳書を企画提案書の後に添付すること。 

（２）作成部数 

正本：１部 及び 副本：９部 

（３）表紙 

正本の表紙には、あて名「（あて先）福岡市経済観光文化局ボートレース事業部経営企画課」、

標題「ＧⅢ第 13 回ウエスタンヤングイベント宣伝業務」、提案社名（事業者名）を記載するこ

と。 

   副本の表紙には、標題のみ記載すること。 

（４）目次 

   提案書表紙の次のページは、目次とすること。 

（５）ページ番号 

   提案書には、表紙、目次を除き、ページ番号を付すこと。 

 

３ その他留意点 

（１）提案書（副本）には、全体にわたって提案者名（事業者名、担当者名）がわかるような記述を

しないこと。やむを得ず記載する場合は、黒塗りすること。 

（２）契約締結後の実現可能性について、十分考慮した上で提案すること。 

（３）専門知識を有しない者にも理解できるよう配慮し、図や表などを適宜使用するなど見やすく

的確な提案書の作成に努めること。 

（４）提案書等で使用する言語及び通貨は、それぞれ日本語と日本国通貨とする。 


